
                                                  

                                                            

   

                                         

    (４人が登壇)  

予算審査特別委員会 ５

常任委員会 (所管事務調査の経過と結果) ６

臨時会 ８
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東
日
本
大
震
災
に
つ
い
て
の
徹

底
し
た
検
証
を
行
い
、
地
域
の
防

災
計
画
に
活
か
す
こ
と
が
亡
く
な

ら
れ
た
人
々
へ
の
追
悼
と
な
る
。

町
防
災
計
画
に
つ
い
て
、
今
回

の
震
災
を
も
と
に
見
直
す
と
思
う

が
、
特
に
避
難
所
の
安
全
性
は
ど

う
か
。

災
害
緊
急
時
に
は
直
接
、
自
衛

隊
に
災
害
派
遣
要
請
が

で
き
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
が
、
こ
れ
ら
に
係

る
問
題
の
改
善
な
ど
は

要
望
し
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
活
用
し
た
通
信
手

段
の
確
保
も
検
討
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

 
 
 
 
 

町
防
災
計
画
の
大
き

な
修
正
等
を
行
う
場
合

は
、
道
と
の
協
議
が
必

要
と
な
る
。
関
係
機
関

 
 

 

 

 

 
 
 
 

福
島
の
原
発
事
故
を
契
機
に
世

界
中
が
原
発
の
安
全
性
に
不
安
を

持
ち
、
イ
タ
リ
ア
も
廃
止
を
決
め

た
。
地
震
国
の
日
本
に
お
い
て
安

全
で
な
い
こ
と
は
明
白
と
な
っ
た
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
を
汚
染
し
た
チ
ェ

ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
の
よ
う
に
放
射

能
は
大
気
、
海
流
に
よ
っ
て
汚
染

が
広
が
る
。
泊
村
の
原
発
に
問
題

が
起
こ
れ
ば
人
命
や
健
康
は
も
と

よ
り
、
基
幹
産
業
の
農
漁
業
に
大

き
な
影
響
が
及
ぶ
。
国
や
道
は
政

策
を
見
直
す
べ
き
だ
が
、
町
長
と

し
て
も
明
確
な
認
識
と
判
断
が
求

め
ら
れ
る
の
で
は
。

 
 
 
 
 

原
発
を
含
む
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

は
、
国
の
責
任
で
行
う
こ
と
が
基

本
で
は
あ
る
が
、
無
関
心
で
は
い

ら
れ
な
い
。

国
が
進
め
る
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
利
用
転
換
に
歩
調
を
合
わ
せ
な

が
ら
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
策
に
取

り
組
み
、
一
自
治
体
と
し
て
で
き

る
範
囲
で
責
任
を
果
た
し
て
い
く
。

 

     

      

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

や
沿
岸
住
民
か
ら
の
課
題
や
要
望

を
も
と
に
、
町
防
災
計
画
を
見
直

す
。自

衛
隊
の
災
害
派
遣
に
つ
い
て
、

緊
急
時
に
は
直
接
、
電
話
等
に
よ

り
要
請
で
き
る
が
、
状
況
に
よ
り

派
遣
要
請
が
な
く
て
も
、
自
衛
隊

の
判
断
で
出
動
す
る
体
制
も
と
ら

れ
て
い
る
。

ま
た
、
時
代
に
即
応
し
た
通
信

手
段
の
活
用
も
考
え
て
い
く
。

             

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

             



            

 
 
 
 
 
 

中
高
一
貫
教
育
は
今
年
で
６
年

目
を
迎
え
、
活
動
は
地
域
に
も
浸

透
し
つ
つ
あ
る
。

20
年
度
に
文
部
科
学
省
の
学
力

向
上
実
践
研
究
推
進
地
区
の
指
定

を
受
け
、
取
り
組
ん
で
い
る
が
、

ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
の
か
。

町
内
中
学
校
卒
業
生
の
広
尾
高

校
へ
の
進
学
率
は
、
年
々
高
ま
っ

て
い
る
が
、
入
学
者
は
定
員
に
至
っ

て
い
な
い
。
地
域
か
ら
高
校
が
消

え
る
と
ま
ち
づ
く
り
に
も
大
き
な

影
響
が
あ
る
。
広
尾
高
校
の
存
続

の
見
通
し
、
特
に
入
学
者
確
保
の

支
援
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。

 
 
 
 
 
 

中
高
一
貫
教
育
の
導
入
に
よ
り
、

学
習
意
欲
の
向
上
や
進
路
希
望
の

実
現
に
対
す
る
意
識
が
高
ま
っ
た
。

家
庭
学
習
の
指
導
な
ど
で
学
習
意

欲
の
喚
起
を
図
っ
て
い
る
が
、
教

育
力
向
上
に
さ
ら
に
取
り
組
ん
で

い
く
。

広
尾
高
校
の
支
援
に
つ
い
て
は
、

学
力
向
上
や
部
活
動
な
ど
の
実
績

や
特
色
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
と
と
も

に
、
魅
力
あ
る
高
校
づ
く
り
を
支

援
し
て
い
く
。

 
 
 
 
 

学
力
向
上
に
つ
い
て
は
、
関
係

機
関
の
一
定
の
評
価
を
受
け
て
い

る
。広

く
広
尾
高
校
の
実
績
、
教
育

活
動
を
周
知
す
る
と
と
も
に
、
広

尾
高
校
の
存
続
に
町
民
一
丸
と
な
っ

た
活
動
に
努
め
る
。

 
 
 
 
 
 

町
防
災
計
画
は
、
18
年
度
の
改

定
以
来
５
年
が
経
過
し
た
。
東
日

本
大
震
災
の
大
津
波
警
報
で
多
く

の
住
民
が
避
難
し
た
が
、
人
的
被

害
が
な
か
っ
た
こ
と
は
幸
い
で
あ
っ

た
。

第
１
次
、
第
２
次
避
難
所
41
か

所
の
う
ち
、
耐
震
診
断
を
し
て
い

な
い
施
設
が
あ
る
が
、
今
後
の
予

定
は
。
ま
た
、
国
の
耐
震
基
準
値

以
下
の
施
設
と
今
後
の
耐
震
化
計

画
は
。

ま
た
、
５
０
０
年
間
隔
巨
大
地

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

本
町
沿
岸
漁
業
の
船
外
機
付
漁

船
が
使
用
す
る
ガ
ソ
リ
ン
に
対
し
、

１
リ
ッ
ト
ル
あ
た
り
53
円
80
銭
の

ガ
ソ
リ
ン
税
が
課
せ
ら
れ
て
い
る
。

道
路
特
定
財
源
と
し
て
道
路
整
備

の
財
源
に
充
当
し
て
き
た
経
緯
が

あ
る
が
、
道
路
を
走
ら
な
い
漁
船

の
ガ
ソ
リ
ン
税
を
徴
収
す
る
こ
と

は
不
適
当
。

農
業
や
漁
船
が
使
用
す
る
軽
油

と
同
じ
く
免
税
措
置
を
講
ず
る
よ

う
国
に
対
し
要
望
す
べ
き
で
は
な

い
か
。
ま
た
、
本
町
で
の
納
税
総

額
は
。

 
 
 
 
 

本
町
の
昆
布
漁
業
船
外
機
船
に

係
る
揮
発
油
税
の
総
額
は
、
年
約

１
９
０
万
円
と
推
計
さ
れ
る
。

免
税
措
置
の
要
望
は
、
平
成
21

年
度
、
22
年
度
の
道
漁
業
協
同
組

合
長
会
議
で
の
議
決
事
項
と
な
っ

て
い
る
。
今
後
も
漁
業
協
同
組
合

な
ど
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
国

に
要
望
し
て
い
く
。

                 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

             



            

 
 
 
 
 
 

旧
広
尾
小
と
広
尾
第
二
小
が
統

合
し
て
広
尾
小
学
校
と
な
り
、
１

０
９
人
の
児
童
が
十
勝
バ
ス
を
利

用
し
て
通
学
し
て
い
る
。

通
学
バ
ス
が
小
学
校
駐
車
場
に

到
着
す
る
の
が
、
朝
の
学
習
、
読

書
の
時
間
が
始
ま
る
数
分
前
で
、

時
間
に
間
に
合
わ
な
い
児
童
も
い

る
。
ゆ
と
り
を
持
っ
て
朝
の
学
習

に
取
り
組
め
る
よ
う
通
学
バ
ス
の

時
刻
変
更
を
要
望
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

 
 
 
 
 
 

広
尾
小
の
登
校
時
間
は
午
前
８

時
15
分
ま
で
で
、
８
時
30
分
ま
で

 
 
 
 
 
 
 

大
震
災
か
ら
３
か
月
が

過
ぎ
て
も
原
発
事
故
は
収

束
の
見
通
し
も
立
た
ず
、

国
民
に
不
安
を
も
た
ら
し

て
い
る
。
安
全
最
優
先
の

原
子
力
行
政
へ
の
転
換
を

求
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

高
知
県
梼
原
町
な
ど
、

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
に

取
り
組
ん
で
い
る
先
進
例

に
学
び
、
脱｢

原
発
依
存｣

へ
向
け
、
町
と
し
て
取
組

を
進
め
る
べ
き
で
は
な
い

か
。｢

災
害
関
連
死｣

を
防

ぐ
た
め
に
、
一
般
の
避
難

所
で
の
生
活
が
困
難
な
被

災
者
の
た
め
の
福
祉
避
難
所
を
指

定
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

 
 
 
 
 

原
発
事
故
に
つ
い
て
は
、
大
変

重
く
受
け
と
め
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

震
が
１
０
０
年
以
内
に
発
生
し
、

本
町
沿
岸
部
に
最
大
14
・
６
ｍ
の

大
津
波
が
襲
来
す
る
と
予
測
さ
れ

て
い
る
。
上
浜
地
区
の
防
潮
堤
の

か
さ
上
げ
等
を
国
に
要
望
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

 
 
 
 
 

避
難
所
の
耐
震
化
率
に
つ
い
て

は
、
第
１
次
避
難
所
は
55
％
、
第

２
次
避
難
所
は
39
％
で
あ
る
。

第
１
次
避
難
所
の
耐
震
化
に
つ

い
て
は
、
避
難
所
の
見
直
し
を
含

め
、
計
画
に
基
づ
き
実
施
す
る
。

巨
大
津
波
の
対
策
に
つ
い
て
は
、

避
難
階
段
５
か
所
の
新
設
と
既
存

階
段
の
補
修
を
実
施
す
る
。

ま
た
、
防
潮
堤
の
か
さ
上
げ
に

つ
い
て
は
、
町
内
会
な
ど
の
意
見

も
聞
き
、
総
合
的
に
検
討
す
る
。

の
15
分
間
を
朝
読
書
、
朝
学
習
の

時
間
と
し
て
い
る
。
広
尾
小
前
の

到
着
時
刻
は
、
登
校
時
間
に
合
わ

せ
て
８
時
８
分
と
な
っ
て
い
る
が
、

天
候
状
況
に
よ
っ
て
は
、
乗
車
す

る
児
童
数
の
差
に
よ
っ
て
運
行
に

遅
れ
が
生
じ
る
場
合
が
あ
る
。
登

校
時
間
に
余
裕
が
持
て
る
よ
う
な

運
行
と
な
る
よ
う
、
バ
ス
会
社
と

協
議
、
要
望
し
て
い
く
。

             

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

              

     

      

             



            

 
 
 
 
 
 
 

介
護
保
険
法
改
正
案
が
６
月
15

日
に
可
決
成
立
し
た
が
、
慎
重
に

審
議
し
た
内
容
と
は
思
え
な
い
。

今
回
の
改
正
は
、
軽
度
者
の
介

護
保
険
は
ず
し
を
盛
り
込
ん
で
い

る
。
ま
た
、
介
護
職
員
に
よ
る
医

療
行
為

(

た
ん
の
吸
引
な
ど)

の

解
禁
は
、
法
改
正
も
経
な
い
で
拡

大
す
る
の
で
は
な
い
か
。
看
護
職

員
不
足
を
介
護
職
員
で
補
い
、
介

護
職
員
の
負
担
を
重
く
す
る
の
で

は
な
い
か
と
の
不
安
が
広
が
っ
て

い
る
。
誰
も
が
安
心
で
き
る
介
護

保
険
制
度
と
な
る
よ
う
国
に
要
請

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

 
 
 
 
 

国
は
、
軽
度
者
の
支
援
を
よ
り

強
化
し
て
い
く
考
え
と
の
説
明
だ

が
、
基
準
等
の
詳
細
が
な
い
こ
と

か
ら
、
事
務
の
繁
雑
化
と
と
も
に
、

利
用
者
の
不
公
平
感
も
危
惧
さ
れ

る
。利

用
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
後
退
が

生
じ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
今
後

も
注
視
す
る
と
と
も
に
、
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
に
努
め
る
。

介
護
職
員
の
医
療
行
為
は
、
介

護
施
設
等
の
入
所
者
に
も
適
用
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
介
護
職
員
の
育

成
に
相
当
の
期
間
が
必
要
と
な
る
。

施
設
で
の
医
療
・
介
護
体
制
の

再
構
築
に
対
し
、
医
療
機
関
と
の

連
携
に
よ
る
機
能
分
化
も
含
め
、

町
村
会
を
通
じ
国
に
要
望
し
て
い

く
。

 

を
は
じ
め
と
し
た
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー

へ
の
転
換
を
早
急
に
進
め
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

原
発
依
存
か
ら
の
脱
却
に
向
け
、

一
般
家
庭
や
事
業
所
で
の
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
意
識
の
啓
発
と
町
有
施
設

の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
な
ど
、
町
と

し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
き
た

い
。介

護
を
要
す
る
福
祉
避
難
所
は
、

管
内
７
町
村
で
71
か
所
が
指
定
さ

れ
て
い
る
。
本
町
も
施
設
指
定
基

準
に
照
ら
し
、
施
設
選
定
や
配
置

職
員
な
ど
を
精
査
し
、
取
り
進
め

た
い
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

 

 

 
 

 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

             

       

           

                   

                  

                   

                   

                        

                    

                        

      

                

                 

                

             



            

調
査
日

平
成
23
年
５
月
13
日

第
１
次
の
広
尾
町
生
涯
学
習
推

進
計
画

(

計
画
期
間：

平
成
13
年

度
〜
22
年
度)

の
終
了
に
伴
い
、

新
た
に
策
定
さ
れ
た
第
２
次
広
尾

町
生
涯
学
習
推
進
計
画

(

計
画
期

間：

平
成
23
年
度
〜
32
年
度)

に

つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

第
２
次
計
画
は
、
生
涯
学
習
振

興
基
本
構
想

(

平
成
４
年
３
月
策

定)

を
基
本
と
し
て
、
22
年
度
に

策
定
さ
れ
た
第
５
次
広
尾
町
ま
ち

づ
く
り
推
進
総
合
計
画
と
の
整
合

性
を
図
り
な
が
ら
、
本
町
の
生
涯

学
習
を
総
合
的
、
体
系
的
に
推
進

し
て
い
く
た
め
の
指
針
と
な
る
も

の
で
、
５
つ
の
章
か
ら
構
成
さ
れ

て
い
る
。
各
章
の
概
要
は
以
下
の

と
お
り
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

▽
計
画
策
定
の
意
義

平
成
18
年
改
正
の
教
育
基
本
法

に
、
新
た
に

｢

生
涯
学
習
の
理
念

(

第
３
条)｣

が
規
定
さ
れ
た
。
本

計
画
は
家
庭
教
育
、
学
校
教
育
、

社
会
教
育
及
び
行
政
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
総
合
的
に
生
涯
学
習

を
推
進
す
る
た
め
に
策
定
す
る
。

▽
計
画
期
間

平
成
23
年
か
ら
平
成
32
年
ま
で

の
10
か
年
間

▽
計
画
の
め
ざ
す
将
来
像

｢

出
会
い
触
れ
あ
い
学
び
あ
い｣

町
民
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
、
あ
ら

ゆ
る
機
会
、
場
所
に
お
い
て
学
習

し
、
そ
の
成
果
を
社
会
に
お
い
て

生
か
す
こ
と
を
め
ざ
す
と
す
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

生
涯
学
習
を
推
進
す
る
主
な
施

策

・
生
涯
学
習
推
進
組
織
体
制
の
整

備
と
充
実

・
生
涯
学
習
情
報
提
供
活
動
と
指

導
者
養
成
機
会
の
提
供
と
充
実

・
生
涯
学
習
拠
点
施
設
の
整
備

・
学
校
、
家
庭
・
地
域
の
連
携
推

進
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進

・
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

急
速
な
核
家
族
化
や
都
市
化
に

伴
う
家
庭
教
育
力
の
低
下
に
対
応

す
る
た
め
、
年
齢
別
の
き
め
細
か

な
家
庭
教
育
支
援
に
取
り
組
む
。

・
家
庭
教
育
に
関
す
る
情
報
の
提

供

・
子
育
て
サ
ー
ク
ル
支
援

・
相
談
電
話
の
設
置

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

確
か
な
学
力
、
豊
か
な
人
間
性
、

健
や
か
な
心
身
の
３
つ
を
組
合
せ
、

知
識
基
盤
社
会
に
対
応
で
き
る
能

力
を
養
う
。

・
学
校
施
設
の
安
全
確
認
と
教
育

環
境
の
整
備

・
学
習
指
導
の
工
夫
と
改
善

・
学
校
、
家
庭
、
地
域
が
連
携
し

た
教
育
活
動
の
推
進

・
教
職
員
研
修
の
充
実
、
指
導
体

制
の
確
立

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

郷
土
に
根
ざ
し
た
う
る
お
い
の

あ
る
生
活
・
文
化
の
創
造
と
人
間

性
豊
か
な
地
域
社
会
を
め
ざ
す
社

会
教
育
の
充
実
、
推
進
を
図
る
。

・
心
豊
か
で
思
い
や
り
の
あ
る
生

活
を
営
む
社
会
教
育
活
動
の
推

進
・
明
る
く
健
康
な
生
活
を
め
ざ
す

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進

・
自
然
と
文
化
遺
産
を
大
切
に
し
、

心
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
る
地
域

文
化
活
動
の
推
進

・
学
習
支
援
と
情
報
発
信
拠
点
を

目
指
す
図
書
館
活
動

 

           

                     

       

            

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

               

             



            

調
査
日

平
成
23
年
４
月
27
日

公
営
住
宅
の
管
理
状
況
と
当
面

の
整
備
計
画
に
つ
い
て
、
資
料
に

よ
り
説
明
を
受
け
た
。

   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①
公
営
住
宅

公
営
住
宅
法
に
基
づ
く
賃
貸
住

宅
で
、
住
宅
困
窮
者
の
入
居
を
目

的
と
し
て
い
る
。
入
居
に
際
し
、

世
帯
所
得
金
額
の
上
限

(

15
万
８

千
円
以
下)

が
あ
る
。

公
営
住
宅
と
し
て
栄
町
団
地
、

こ
ぶ
し
が
丘
団
地
な
ど
計
13
団
地
、

６
３
４
戸
を
管
理
し
、
う
ち
５
９

２
戸
が
入
居
し
て
い
る
。

こ
の
内
、
野
塚
団
地
は
建
設
か

ら
既
に
56
年
が
、
ま
た
大
漁
団
地

及
び
大
丸
団
地
は
40
年
が
経
過
し

て
い
る
状
況
に
あ
る
。

②
特
定
優
良
賃
貸
住
宅

(

特
公
賃

住
宅)

特
定
優
良
賃
貸
住
宅
の
供
給
の

促
進
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
賃

貸
住
宅
で
、
住
宅
に
困
窮
す
る
中

堅
所
得
者
の
入
居
を
目
的
と
し
て

い
る
。
入
居
に
際
し
、
世
帯
所
得

金
額
の
上
限
及
び
下
限

(

15
万
８

千
円
を
超
え
47
万
８
千
円
以
下)

が
あ
る
。
特
公
賃
住
宅
と
し
て
新

北
樺
団
地
に
８
戸
を
管
理
し
、
う

ち
７
戸
が
入
居
し
て
い
る
。

③
共
同
住
宅

広
尾
町
共
同
住
宅
管
理
条
例
に

基
づ
く
賃
貸
住
宅
で
、
住
宅
に
困

窮
す
る
中
堅
所
得
者
の
入
居
を
目

的
と
し
て
い
る
。
入
居
に
際
し
、

世
帯
所
得
金
額
の
上
限
及
び
下
限

は
無
い
。

栄
町
共
同
住
宅
団
地
と
向
陽
共

同
住
宅
団
地
の
合
わ
せ
て
18
戸
を

管
理
し
、
現
在
す
べ
て
が
入
居
と

な
っ
て
い
る
。

   

 
 
 
 
 
 
 
 
 

平
成
17
年
度
か
ら
国
の
公
営
住

宅
建
設
に
係
る
補
助
金
制
度
が
、

新
た
に

｢

地
域
住
宅
交
付
金｣

制

度
に
移
行
と
な
っ
た
。

ま
た
、
18
年
度
に
住
生
活
基
本

法
が
制
定
さ
れ
る
な
ど
、
国
の
住

宅
施
策
は
転
換
期
を
迎
え
て
い
る
。

町
で
は
、
住
宅
政
策
の
目
標
、
推

進
方
針
を
定
め
る
国
の
住
生
活
基

本
計
画
に
沿
っ
た
10
か
年
の

｢
広

尾
町
住
生
活
基
本
計
画｣

(

計
画

期
間：

平
成
24
年
度
〜
33
年
度)

を
今
年
度
中
に
策
定
す
る
と
し
て

い
る
。

ま
た
、
同
時
に
安
全
で
快
適
な

公
営
住
宅
の
確
保
、
提
供
を
図
る

こ
と
を
目
指
す

｢

広
尾
町
公
営
住

宅
等
長
寿
命
化
計
画｣

(

計
画
期

間：

平
成
24
年
度
〜
33
年
度)

を

同
じ
く
今
年
度
中
に
策
定
す
る
と

し
て
い
る
。

建
設
か
ら
40
年
前
後
経
過
し
て

い
る
大
丸
団
地
に
つ
い
て
、
昨
年

行
っ
た
入
居
者
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

の
結
果
を
踏
ま
え
、
25
年
度
か
ら

の
一
部
建
替
え
、
あ
る
い
は
既
存

建
物
の
維
持
管
理
を
行
い
、
今
後

必
要
な
適
正
戸
数
の
確
保
に
努
め

る
。ま

た
、
現
在
の

｢

大
丸
団
地｣

の
名
称
に
つ
い
て
は
、
今
後
建
替

え
等
の
整
備
を
行
う
際
に
、｢

錦

町
団
地｣

へ
変
更
の
予
定
。

委
員
か
ら
、
人
口
が
減
少
す
る

見
通
し
の
中
で
、
将
来
の
公
営
住

宅
の
適
正
戸
数
の
在
り
方
と
高
齢

化
に
伴
う
１
階
部
分
へ
の
入
居
希

望
の
増
加
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
っ

た
。
こ
れ
に
対
し
町
か
ら
は
、
人

口
動
向
を
的
確
に
把
握
す
る
と
と

も
に
、
錦
町
団
地
に
つ
い
て
は
入

居
希
望
に
沿
っ
た
建
替
え
を
計
画

的
に
進
め
て
行
く
と
の
説
明
が
あ
っ

た
。

 

       

            

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

               

          

                                     

             

                                 

                          

                        

                         

                

               

             



            

□

 
 
 
 
 
 
 
 
 

◇
工
事
名

公
共
下
水
道
広
尾
下
水
終
末
処

理
場
機
器
更
新

(

機
械
設
備)

工
事

◇
契
約
額

４
９
１
４
万
円

◇
契
約
の
相
手
方

水
ｉ
ｎ
ｇ
株
式
会
社
北
海
道
支

店
□

 
 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
３

千
万
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予

算
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
69
億
５
２
０

２
万
７
千
円
と
す
る
補
正
予
算
を

原
案
の
と
お
り
可
決
。

 

 
 
 
 
 
 

東
日
本
大
震
災
か
ら
間
も
な

く
半
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
今
だ
に
避
難
生
活
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
い
る
方
が
、
全

国
各
地
に
９
万
人
近
く
に
達
し

て
い
る
一
方
で
、
被
災
地
で
は

連
日
30
度
を
超
す
猛
暑
の
中
、

が
れ
き
処
理
や
泥
出
し
な
ど
の

復
興
作
業
に
懸
命
な
努
力
を
さ

れ
て
い
る
警
察
官
を
は
じ
め
、

消
防
士
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
、

多
く
の
方
々
の
活
躍
に
、
深
く

敬
意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

新
聞
報
道
等
で
目
に
す
る

｢

５
百
年
間
隔
地
震｣

で
す
が
、

今
後
百
年
以
内
に
本
町
を
は
じ

め
と
す
る
道
東
沿
岸
部
に
は
、

巨
大
津
波
が
襲
来
す
る
確
率
が

高
い
と
、
中
央
防
災
会
議
が
予

測
し
て
い
ま
す
。

６
月
定
例
町
議
会
の
一
般
質

問
に
は
４
人
が
登
壇
し
、
そ
の

う
ち
３
人
が
地
震
や
津
波
対
策

を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
と
言

い
ま
す
が
、
防
災
対
策
は
今
後

も
住
民
、
行
政
、
議
会
が
一
体

と
な
っ
て
取
り
組
む
課
題
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委
員
長

前
崎

茂

                                  

                                  

                   

                  

    

    

１日 南十勝複合事務組合議会 (大樹町)

９日 第３回議会運営委員会

音調津駐在所早期改築要請活動 (札幌市)

10日 北海道町村議会議長会定期総会 (～11日・

札幌市)

14日 第２回町議会定例会 (～17日)

第２回議員協議会

17日 第３回議員協議会

    

１日 芽室町・広尾町議会議員交流会 (広尾町)

５日 北海道町村議会議員研修会 (～６日・札幌

市)

８日 殉公者追悼式

十勝港まつり協賛会代表者及び執行者会議

10日 北海道議会議員喜多龍一氏議長就任を祝う

会 (帯広市)

12日 広尾海上保安署新庁舎竣工式

13日 北海道町村議会新任議員研修会 (～14日・

札幌市)

16日 北海道議会議員喜多龍一氏議長就任町民祝

賀会

26日 第３回産業常任委員会

    

２日 第３回総務常任委員会

７日 魚霊祭

９日 第４回町議会臨時会

14日 町民仮装盆踊り大会

19日 第３回議会広報特別委員会

第２回議員定数に関する調査特別委員会

24日 南十勝複合事務組合議会 (大樹町)

25日 さけます神社秋季祭典

28日 南十勝消防合同実践訓練

29日 十勝町村議会議長研修会 (清水町)

    

        

                     

                       

                      

                      

                       

                      

                      

         

                

   

             


